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1. はじめに 

コンクリート構造物の圧縮強度を推定するために採取されるコアの径は粗骨材最大寸法の 3 倍以上が推奨され

るが，過密配筋による採取場所等の制約などから小径のコア供試体しか採取できない場合がある。一般的に小径

のコア供試体は圧縮強度の変動が大きく，φ100mm コアとは異なる強度試験値を示す 1)。本研究では，小型のコ

ア供試体を用いた場合の圧縮強度試験値の変動を明らかにするため，コア径φが 150mm，125mm，100mm，75mm，

50mm および 25mm の 6 種類のコンクリートコア供試体を用い，寸法の違いが圧縮強度試験値に及ぼす影響につい

て検討を行った。また，減摩材の使用がコンクリートの圧縮強度試験値に及ぼす影響についても検討した。 

2. 実験方法 

使用材料として，セメントに普通ポルトランドセメント（表乾密度：2.58g/cm3），細骨材に海砂（表乾密度：

2.58g/cm3），粗骨材に砕石 2005（表乾密度：2.73 g/cm3）を用いた。表-1 にコンクリートの配合表を示す。コア供

試体は 150×150×530mm のコンクリート試験体から採取した。コンクリートは打設後 1 日で脱型し，その後，材

齢 56 日まで 20℃の温度環境にて湿布養生を行った。56 日以降は 20℃の気中養生とし，材齢 3 ヶ月でコアドリル

により各寸法のコア供試体を採取した。また，コアの採取方向と打設方向は同一とし，直径と高さの比が 2.0 とな

るよう，端面研磨機にて研磨を行った。 

2.1 圧縮強度試験方法 

φ150mm，125mm，100mm および 75mm のコア供試体は 3 本 1 組とした。これより小さいコア供試体について

は強度のばらつきを考慮し，φ50mm は 5 本，φ25mm は 25 本を 1 組とした。なお，φ25mm コア供試体は，モ

ルタル圧縮強度試験用球面座を用いて載荷試験を実施した。減摩材が圧縮強度試験値に及ぼす影響を確認するた

め，端面研磨後の供試体に対し，減摩材あり，なしの両条件で圧縮強度試験を行った。減摩材は厚さ 0.1mm のテ

フロン製とし，供試体の両端面に 2 枚重ねて挿入した。写真-1 に使用した球面座および減摩材を示す。 

3. 試験結果および考察 

3.1 供試体寸法が圧縮強度に及ぼす影響 

図-1 に本実験により得られた圧縮強度試験値を示す。なお，配合強度として，材齢 28 日標準水中養生における

円柱供試体圧縮強度を図-1 に併せて示す。図よりφ100mm からφ150mm の範囲では，コア供試体寸法が小さいほ

ど圧縮強度が大きく，寸法効果と思われる現象が確認された。ここで，寸

法効果とは供試体寸法が小さくなるほど圧縮強度試験値が大きくなる現

象を指し，金属材料などの均一材料で見られる現象である 2)。これは，大

きい供試体ほど欠陥を含む要素が介入する確率が高くなるという最弱エ

レメント説を根拠とする。 

しかし，図よりφ75mm を境にこの関係が成立しないことがわかる。こ

の理由として，供試体直径が粗骨材最大寸法より十分に大きい場合，コン

クリートは均一材料として振舞うため寸法効果が見られるが，供試体直径

 

 
写真-1 載荷試験方法（φ25mm） 

 

表-1 コンクリートの配合表 

 粗骨材の
最大寸法
（mm）

水セメント
比
（％）

細骨材
率
（％）

単位量（kg/m3） スランプ

（cm）

空気量

（％）
水 セメント 細骨材 粗骨材 混和剤

20 42.0 44.0 166 395 753 1023 3.56 6.5 3.1  



がそれより小さいと，複合材料としての材料不均一性の影

響が及び，寸法効果が見られなくなったことが原因として

考えられる。また，表-2 より試験体寸法が小さいほど，圧

縮強度試験値変動係数が大きくなることが確認された。な

お，φ25mm 減摩材なしのみ，圧縮強度試験値が他の寸法

の圧縮試験値より大きな値となった。 

3.2 減摩材が圧縮強度試験値へ及ぼす影響 

図-1 より，全ての供試体寸法において，減摩材ありの方

が，減摩材なしと比べ強度が低くなることがわかる。これ

は，減摩材の挿入により供試体載荷面と載荷板との間に作

用する摩擦が低減され，載荷面の円周方向の変形拘束力が

小さくなったことが原因と考えられる。また，供試体寸法

が小さいほど減摩材挿入による強度低下の程度が大きい。 

3.3 圧縮強度と最大ひずみ値 

図-2に最大応力時のひずみ値と圧縮強度との関係を示す。

図より，圧縮試験値が大きい供試体は最大ひずみ値が大き

く，圧縮試験値が小さい供試体は最大ひずみ値が小さい。

また，φ75mm 以上では圧縮強度と最大ひずみ値の関係は

安定するが，φ50mm より変動がみられ，特にφ25mm では

減摩材あり，なしともに変動が大きいことがわかる。 

他の研究者による既往の研究では，φ25mm 圧縮強度は

φ100mm 圧縮強度よりも大きい場合，また小さい場合があ

るとの報告がある 3)。著者らの過去の研究 1)では，φ25mm

圧縮強度は，減摩材あり，なしに関わらずφ100mm に比べ

小さい，との結果であった。しかし，本実験ではφ25mm

減摩材なしの場合，φ100mm 圧縮強度より大きい値となっ

ている。また，φ25mm 圧縮強度が大きい場合，最大応力

時のひずみ値も大きいことが図-2 より確認できる。これら

の原因として，単位粗骨材量や W/C などのコンクリート配合条件，使用材料の物性，採取されたコア供試体内の

粗骨材分布状況など種々の要因が考えられるが，本実験中では明らかとすることができなかった。なお，φ25mm

減摩材ありでは，φ50mm と同等程度の圧縮試験値となる。これよりφ25mm 寸法において，減摩材を挿入するこ

とで減摩材なしより圧縮強度が小さくなり，φ50mm と同等程度の圧縮試験値となった。 

4. まとめ 

(1) φ75mm より大きな供試体では寸法効果が確認され，それより小さい供試体では寸法効果は確認されなかった。 

(2) 減摩材により端面摩擦を低減することで，圧縮強度試験値が低下した。また，φ25mm 減摩材ありを除く小径

のコアにおいて強度が低下する傾向となった。 

(3) 供試体の寸法が小さくなるほど圧縮強度の変動が大きく，φ25mm において変動係数は 10～15％程度となった。 
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図-1 コア径と圧縮強度の関係 

 

表-2 供試体寸法と圧縮強度の変動係数(%) 

コア径(mm) φ25 φ50 φ75 φ100 φ125 φ150

減摩材なし 9.8 7.3 3.2 1.0 0.1 0.1

減摩材あり 12.8 7.6 0.9 1.8 0.7 0.1  
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図-2 最大応力時のひずみ値と圧縮強度の関係 
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